第3学年　道徳指導案
１　主題名　　家族の深い愛情に気付こう［4－(6)　家族愛］
２　資料名　　365×14回分のありがとう（出典　あかつき株式会社「自分を見つめる」）
３　主題について

(1)  生徒観　
中学生の時期は，自我意識が強くなり，自分の判断や意志で生きていこうとする自律への意識が高まってくる。そのため父母や祖父母のちょっとした忠告や叱責が，あたかも自分のすべてを否定するかのように思えて，反抗したい気持ちになる生徒も少なくない。しかも，かつてのような大家族の中で喜怒哀楽を共にし，生活の苦労を分かち合いながら，人間関係の機微を学んだり，家族の連帯を自覚したりする機会も少なくなってきている。

本学級の生徒は，中学2年生の立志式で書いた作文などで，家族への感謝の気持ちを文章に書いたり，逆に親から温かい励ましの手紙をもらったりしている。照れくさそうであったが，それぞれ真剣な面持ちで取り組めていた。手紙をもらった保護者からも感動したなどの言葉をいただいた。しかし，日常生活の中では，自立心の強まりとともに，自己を支えてくれている家族のしつけや支えを干渉と捉え，素直になれないことが多くなり，親の存在を煙たいと感じ，親と意識的に疎遠になろうとする生徒も少なくない。
 (2)　主題観　
　　 人間は過去から受け継がれてきた生命の流れの中で生きている。今，自分があるのは祖父母や父母が在り，そのかけがえのない子どもとして深い愛情をもって育てられたからであることに気付かせることが大切である。また，人間にとって家庭は，すべての生活の基盤であり，心のよりどころである。家族の一人一人が愛情によって互いに深い絆で結ばれていることの自覚を持つことが，助け合い励まし合ってより充実した家庭生活を築いていくことにつながる。今日家庭を取り巻く状況も様々であり，その姿は一様ではないが，自分の成長を願い無私の愛情をもって育ててくれた父母や祖父母に対して敬愛の念を深めることや，その家族を構成する成員相互の温かい信頼関係や愛情によって互いが深い絆で結ばれていることが大切であるということの自覚をもつことが，より充実した家庭生活を築くことにつながる。
(3)　指導観

　　 本資料「365×14回分のありがとう」は，生まれながら心臓疾患を抱えた佐江子が，回復への大きな望みをかけて挑む手術の直前に，母親にしたためた手紙である。この資料には，母と佐江子とのかけがえのない思い出が描かれている。佐江子の母親に対する感謝やいたわりの気持ちとともに，生きることへの希望が書かれている。佐江子の死を恐れず明るく前向きに生きようとする姿や，それを支える母親の姿から，母親の無償の愛情について考えさせられる。今の自分も同様に周りから支えられ，愛情を注がれて生きていることを感じ，親子の信頼と愛情の深さに気付き，家族への敬愛の念を深めることができる資料である。
指導にあたっては，この時期に，自分と家族とのかかわり，家庭生活の在り方が人間としての生き方の基礎となることを十分に理解させたい。また，自分はどのような役割を果たせばよいのかを考えさせたい。そして，家族に対する敬愛の念を深めながら，家族の一員としての自覚をもって積極的に協力していこうとする意欲を育てたい。
４　指導計画　１時間完了

５　本時の指導

(1)  本時のねらい　
病と闘いながら，明るい将来を夢に描き続けた佐江子と母親の姿を通して，家族に対する敬愛の念を深め，家族の一員としての自覚をもって積極的に協力していこうとする道徳的実践意欲を育てる。
(2)　準備・指導

　　教師　ワークシート，佐江子さんと母親の写真（写真），補助資料（母親の手紙）
(3)　関　連
　　 2年「母の反撃」
(4)  指導過程
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	学習活動・主な発問と予想される生徒の反応
	形資
	手だておよび留意点

	意
識

化
	２
	１　日常生活を振り返り，現時点での家族に対する思いを確認する。



	斉
	○　家族に対する思いを振り返ることで，本時の資料への導入を図る。

○　日常生活を振り返り，家族に対して不満なことについて考えながら，発表させる。

○　発表できる生徒がいれば発表させ，いなければ挙手のみにさせる。
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	２　資料の範読を聞き，話し合う。

(1)　教師の範読を聞き，資料の内容について確認する。

(2)  一緒について来てくれる母親の行動に対する佐江子さんの気持ちを想像しながら話し合う。


(3)　「いい夢見なさい」と母親に言われたときの佐江子さんの気持ちを想像しながら話し合う。

(4)　佐江子さんが，母親への手紙に込めた気持ちを，想像しながら話し合う。
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	○　佐江子さんや母親の気持ちを想像させながら範読を聞かせる。

○　範読後，資料を片付けさせる。
○　あらすじの中で，佐江子さんが心臓病のため，手術を受ける直前に母に宛てた手紙であることを確認する。
○　私のために行動している母親の姿が最初は嫌だったことに気づかせる。
○　いつも支えて励ましてくれている母親への感謝の気持ちを感じとらせる。

○　感謝に偏りすぎないように配慮する。

○　母親の心身の支えに，佐江子さんが感謝で応え，前向きに生きようという姿勢につながっていることに気づかせる。
○　佐江子さんと母親との強い絆について感じとらせる。
○　佐江子さん自身と同じように母親も同じように辛いことに気づかせる。


	価値の内面的な自覚
	13
	３　普段の生活を振り返り，家族に対して言い過ぎてしまったことについてワークシートにまとめて，話し合う。
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	○　過去を振り返り，今の思いを考えさせることで，自ら判断して望ましい行動をとろうとする道徳的実践意欲を育てる。

○　生徒の書く内容や書く様子に注意して，意図的指名につなげていく。

	まとめ
	２
	４　母親が佐江子さんに宛てた手紙の範読を聞く。

	斉
母親　の手紙
	○　何年か後に母親が佐江子に宛てた手紙の範読を聞かせ，余韻をもって終わる。


６　反　省
７　高　評
○ 主な発問








◎ 中心発問








勉強のことをしつこく言ってくる。


努力を認めてくれない。


私ばかり怒らないでほしい。


勝手に部屋に入らないでほしい。





○　家族に対して嫌だと感じたことはありますか。それはどんなことですか。








恥ずかしかった。


なんで私だけ他の人と違うのだろう。


目立ちたくないのに，私の気持ちを全


然わかっていない。





好きで悪い夢を見ているのではない。


悪いことばかり考えているのではな


く，前向きに考えていかなければいけない。








母と気持ちを一つにして手術を乗り切


りたい。　


・　母も同じように辛いから，励ましてあ


げたい。


・　親子で一心同体だよ。





○　一緒に登校したり，遠足について来たりする母親に対して，佐江子さんはどんな気持ちだったと思いますか。








○　母親に「いい夢見なさい」と言われたときの，佐江子さんはどんな気持ちだったと思いますか。








◎　なぜ，佐江子さんは母親に対して「手術，がんばろうね」と言いたかったと思いますか。








病気のときに看病していてくれた。も


し，両親の体調が悪くなったら，今度は自分が看病してあげよう。


仕事で疲れていても，ご飯を用意して


いてくれた。皿洗いなどの片づけをして少し楽をさせてあげたい。





○　親に対して言い過ぎたなという経験はありますか。そのときはどのような気持ちでしたか。今，どう思っていますか。
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